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【第一問】「二つの川のほとりで」馬場あき子
坂を下ると小さな川にぶつかる。この川はすぐその下手で麻生川に合流する片平川である。合流地点には小橋が架かっている。この小橋の上に立つと、夏は蛍が顔にぶつかるほど飛んでいたという名所である。ほんの、30年ほど前のことだ。今はフェンスを高く張っても、空き瓶とか、空き缶とか、発泡スチロールの箱や、ビニール袋などが絶えず投げ込まれ、ある㋐猥雑な汚らしさを見せている。

川の歴史は長いが、滅びは早い。①私がこの川と出会ったのは18年ほど前のことだが、そのころは澄みとおった水の美しさが印象的だった。少し川上に草木寺という寺があった。戦後、信州からここに移り住んだ染色家の山崎青樹さんが、草木染めの美しい布を染め出したところだ。片平川のほとりは関東有数のわき水地帯で、多摩丘陵の㋑雑木山が澄みとおった地下水を豊かに保っている。あふれ出た水は小さな野川をなして、田んぼの間を子守歌のようなやさしい音色をたてて流れていた。草木染めはそんなきれいな井泉水で染め、さらされていたのだ。しかし私が片平に住み始めたころ、山崎さんはもうこの地を捨てて群馬県の烏川のほとりに移って行かれた。②より豊かな、より清冽な水の辺を求めⓐられたのだろう。
私はこの山崎さんを烏川のほとりのお訪ねしたことがある。いろいろなお話をうかがった。例えば紫草は種子をまいて草から育て、月夜に白い可憐な花をいとしみ、そうやって紫根は育つものだということや、㋒１反の布を桃色に染めるためにはどれだけの桃の木が必要かとか、紅花染めには何段階の染めがあるか、蘇芳や苅安の場合はどうかなど、思い出せないほどたくさんのお話の間にさまざまな草木染めの絹を見せていただいた。どれも色鮮やかで光沢があり、Ⓐ平安朝の人々が思いがけない鮮麗な色彩に彩られていたことに驚いたが、その美しさの源には美しい水があったのだった。私は今もその時のことを時々思い出す。そして、20年ほどの間に、③見るかげもなく
なっていった片平川の、平べったい川底の汚れを思い、そこに飽くなく物を投げ込む人のことを思った。

この片平川を併せて、少し長い流域をもつ麻生川の場合はどうだろう。この川も何年か前までは防護措置としてのフェンスは張られていなかったが、私はそれを決して行政の遅れなどとは思ってはいなかった。むしろ、この土手に生い茂る真葛の強い生命力にたじろぎ、何種類ものすすきの、さまざまに輝く穂波に陶酔し、Ⓑ密生した野草の宝庫のような草むらを楽しんでいた。

ところがこの川もまた、あっという間に人工の川底に改造され、高いフェンスが張られ、空き缶や傘やさまざまなものが、フェンス越しに投げ込まれるようになった。特色的なのは、投げ込まれるものの中に自転車があることである。川沿いの道に沿って通勤や通学のために必要な自転車がびっしりと立ち並ぶのを、怒っている誰かがいるのだろう。多いときは4、5台も投げ込まれる。台風などで増水したあとは、自転車に醜い猥雑なものがいっぱいに引っかかり、劣悪不快な川の光景となる。

麻生川が大きく湾曲する上には橋が架され、街道が通っている。橋の上に立って、自転車や空き缶が投げ込まれている川を見ていると、④いら立ちやすく退廃した現代そのものが見えてくる。だが、振り返って、この橋の㋓上手を見ると、これはまた、思いがけず豪華な桜並木なのだ。昔の人は、こうした粋な方法で川土手を守ってきたのである。桜の季節になると、数日だけこの川の様相は一変する。朝桜の清婉、昼の㋔爛漫、夜桜の妖艶を心ゆくまで楽しむことができる桜並木なのである。中でも夜桜のころは美しい。川の汚れも見えないし、花見の人が出ているわけでもなく、ただ桜だけがしいんと静まって、街道の排気ガスのかすかな臭気の中にⒸさびしそうに微笑んでいる。川底にⒹ折れた翼を休めて横たわっている自転車と、⑤無言の対話を交わしているかもしれない。世の中はもう、とても悪い状況になってしまっているのだ。

この、醜い、情けない、哀れな麻生川に、ある年、ふと鴨が2、3羽飛来した。⑥初めは何かの間違いだろうと思った。鴨も毎日は来ない。ヘドロ状の滓の浮かぶ川の中州に上って、水を眺めているような時もあった。賢い鴨は、どうも日を選んでやってくる。土曜・日曜・雨のあと、つまり、工業廃水が少なく、水がきれいで、餌が少しでも多い日をねらったようにやってくる。そして、驚いたことに、ついにこの川でひなを育てだした。桜が咲いても帰らず、懸命にひなに餌のあるところを教えているようだ。けなげなかわいい鴨の子が、親を中心に逆立ちをしては川底の藻をあさり、中州や川べりに憩う姿が見ⓑられるようになった。

かわいいおしりを上に向けて、ほとんど逆立ちの連続で、餌をあさっても、餌は極めて乏しく、鴨たちの空腹は一日中㋕癒えない様子である。かわいいかわいいと道行く人も立ち止まって眺めてはいるが、そのうちいかにも⑦気の毒な、わびしい思いが胸にこみ上げてくる。人目を盗んでパンくずを投げ入れている人もいるが、川に食物を投棄することは禁じⓒられているはずで、鴨に餌を提供することはできないきまりなのである。あの鴨は育つのだろうか、それは折々の話題だった。

鴨がひなと一緒に浮かんでいる光景は、あの空き缶や自転車の問う投棄に対する歯止めになりはしないだろうか。それをみんなが願っていた。そして、そのころから、⑧静かに不況の波が押し寄せ始め、川の水は澄明度を増してくるように思わⓓれた。洗濯の泡のような無気味な泡はもう浮かばない。今年は鴨の種類も、尾長鴨が増え、真鴨も交えて、多い日は30羽を越える時もある。夕方になると、リーダーが率いてⒺ思い思いのねぐらに帰ってゆくようだ。この間は、夕やみの底から鴨の鳴き声が聞こえてきた。またひなが生まれるかもしてない。現代の鴨はこんな過酷な環境にも住み着き始めたが、人間もまた繁栄に飽いて、⑨何かに気がつき始めた時期なのかもしれない。そうであってほしいものだ。
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一　二重傍線部㋐～㋕の漢字の読みを平仮名で書きなさい。
また、ⓐ～ⓓの助動詞の意味を漢字二字で答えなさい。

（每小题1分，共10分）　
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二　傍線部Ⓐ～Ⓔの表現する内容を具体的に説明しなさい。
（每小题2分，共10分）
	Ⓐ

	Ⓑ

	Ⓒ

	Ⓓ

	Ⓔ


	得分
	


三　以下の文章が正しい場合には○を、誤っている場合には×を付けなさい。
（每小题2 分，共10分）
（　　　）30年ほど前の夏、片平川の小橋に立つと、蛍が顔にぶつかるほど飛んでいて、川の水はとてもきれいであった。しかし、今ではフェンスを高く張っても、川の中にいろんなものが投げ込まれ、汚らしい川になってしまった。
（　　　）片平川の川上にある草木寺に染色家の山崎青樹さんが移り住んでおられ、きれいな井泉水を使って草木染の美しい布を染め出していた。筆者が片平に住み始めたころ、草木寺に住む山崎さんのもとをよく訪れ、染色にまつわる話をうかがった。
（　　　）麻生川は何年か前まで土手には真葛や薄などが生い茂っていた。ところが、この川もあっという間に人工の川底に改造され、高いフェンスが張られたが、人々はフェンス越しにいろいろなものを投げ込むようになった。
（　　　）麻生川にかかる橋の上に立って下手を見ると、自転車や空き缶の投げ込まれている川が見える。振り返って橋の上手を見ると、土手には豪華な桜並木が見える。両者は、退廃した現代と粋な心が息づいていた昔とを表していると言える。
（　　　）麻生川にある年、鴨が飛来した。鴨は水がきれいで、餌が少しでも多い日を狙ってきているようである。この鴨にパンくずを与える人もいるが、餌の乏しい麻生川に生きる鴨たちを気の毒に思う筆者は、その人たちの行為を称賛している。
	得分
	


四　以下の問題について説明しなさい。
主語・述語の整った、説明の文章になっていること。

（１～７＝2分，８・９＝3分，共20分）
傍線部①、「川と出会う」は擬人法を使った表現です。ここに筆者のどのような気持ちが表れていますか。
傍線部②、山崎さんがきれいな水を探る本当の目的は何ですか。
傍線部③「見る影もなくなっていった」とは、どういうことを意味していますか。
傍線部④「いら立ちやすく退廃した現代そのもの」とは、現代のどういう面について延べているのですか。具体的に答えなさい。
傍線部⑤「無言の対話を交わしている」とありますが、「対話」の内容はどんなものですか。
傍線部⑥「初めは何かの間違いだろうと思った」とありますが、筆者がこう思った理由を説明しなさい。
傍線部⑦「気の毒な、わびしい思い」とありますが、筆者の何に対するどのような気持ちを表していますか。
傍線部⑧､｢不況の波｣が押し寄せると、なぜ｢川の水は澄明度を増してくる｣のですか。
傍線部⑨「何かに気がつき始めた」とあります、何に気がつき始めたのですか。
	１
	

	２
	

	３
	

	４
	

	５
	

	６
	

	７
	

	８
	

	９
	


【第二問】「みやこ人と都会人」酒井順子
日本人はどうしてこうも京都が好きなのかと、本屋さんの雑誌売り場を眺めていると、思うのです。女性雑誌も旅行雑誌もグルメ雑誌も、ふと気がつけば京都特集。テレビの2時間サスペンスドラマでも、京都でしょっちゅう人が殺されている。「京都の」という冠をつければ、桜も紅葉も祭りも殺人もグッと魅力的な響きを帯びるのであり、「京都に興味が無い」という人はいても、「京都が嫌い」という人は日本にはいないのではないかと思えてきます。
こんなことを書いている私も当然ながら京都好きなのですが、京都との付き合いはそう長くはありません。小学校時代、クラスで一番お勉強ができた友達から、
「今、家族で京都に来ています。丸山公園で夜桜を見ました。」
という絵葉書をもらって、「家族で京都旅行とは、文化的な家庭はやることが違うなぁ！」と感心したことを記憶していますが、私自身は高校の修学旅行で行ったのが、初めて。その時は、「よくわかんなーい」としか思いませんでした。
20代の頃は、ボーイフレンドと一緒に京都旅行もしましたが、その時も格別な印象は残っていません。清水寺も南禅寺も湯豆腐も、「普段とはちょっと違うデート」を演出するための背景としか捉えることができなかった。①やはり20代であったボーイフレンドが、京都という背景を得ると何だか頼りなく見えるのは何故なのかということも、その時の私にはわかっていなかったのです。「京都って、何だかやたら楽しい」とⓐハタと思うようになったのは、30歳を過ぎて、負け犬と呼ばれる立場になってからのこと。若者の土俵で勝負できる年齢ではなくなった時に京都を見て、「大人になってから足を踏み入れるべき土俵は、もしやこの辺にあるのではないか……？」と、思ったのです。
周囲を見回してみると、同じ立場の人たちは皆、京都が大好きだったのでした。彼女達は皆、ある程度のお金と暇を持っています。Ⓐ長い独身生活の間に㋐培わざるを得なかった知的好奇心のようなものがある上に、若いうちに海外旅行はさんざんしたので、「もう長いフライトは疲れるわぁ」なんてことも、言う。……となると、行き先はもう京都しかないではありませんか。
京都人気は、もちろん大人の独身女性だけが支えているものではありません。京都の観光客は㋑老若男女を問わないわけですが、②この空前の京都人気は日本の不景気と関係しているのではないかと、私は思う。
日本の景気が良かった90年代初頭までは、人々の興味と憧れはまだ欧米に向いていました。③日本自体がイケイケムードだったため、「世界でトップをとってやる」的な空気が濃厚に。従って、和風の事物＝年寄臭いというイメージが濃厚で、伝統芸能や着物などの人気は全くⓑパッとしなかったのです。
しかし、景気が低迷し、「日本なんてたいしたことないしー」という気分が世界に横溢した時、日本人はふと「別にグローバル・スタンダードなんかについていかないでも、和風ってところで勝負すればいいんじゃないの？」と思ったのではないか。
「日本なんてたいしたことないしー」という時の日本とは、東京的なものを示しています。欧米諸国とⓒタメを張ろうと頑張ってきた、東京。それが「たいしたことないしー」となってしまった時に日本人は、「東京が駄目なら京都があるじゃないか」的なことを、思った。
それはたとえば、ものすごく高価なオートクチュールを着ても、パーティーで外国人女性と並ぶとちんちくりんに見えてしまっていた日本女性が、
「そうだ、着物を着ればいいのよ。着物さえ着れば、少なくとも私は日本人であるのだからして、藤ジニーさんにだって負けないわ」
と思うようになってきた、みたいなことになりましょうか。
かくして日本人は、自国の文化をⓓディスカバーするようになったのです。大人がかかるハシカは重いと言いますが、大人になってから和風の病に㋒罹患した人達も、非常に熱心に和の道を突っ走ります。かつて大会社の社長夫人や医師夫人や弁護士夫人に憧れていた人は、家元夫人や㋓老舗の若女将といった和風セレブに憧れるようになる。にわかクリスチャンになってまで港区の名門教会で結婚式を挙げた人も、「最近は仏像に惹かれるの」なんて言い出すようになるし、包丁だってゾーリンゲンはやめて「有次」よ……。
京都は、そんな人達にとっての聖地となったのでした。ＪＲ東海から「そうだ京都、行こう。」と言われる前に、Ⓑ和風病者達はせっせと京都詣でをするようになったのです。
和風病者にとって京都とは「和のテーマパーク」である、と言うこともできましょう。テーマパークに不可欠なものは、アミューズメント、物販、飲食の三つですが、京都には見事にその三拍子が揃っています。神社仏閣や博物館といったアミューズメント施設。漬物に和菓子にセンスにアンティークにと、物販も魅力的。飲食にしても、懐石に甘味にうどんに肉にと、バッチリ揃っている。さらに言えば、ディズニーランドには夜のパレードがあるように、祇園や宮川町へ行けば、夜のお楽しみが待っている……。
それだけではありません。テーマパークが生き残っていくのに重要なのは④リピーター率ですが、京都はディズニーランドと同様、その点でも優秀なのです。
リピーター率を上げるために重要なのは、「⑤お楽しみの重層性」。すなわち、1回行って理解できてしまうだけの施設やイベントしかない場合、客は「こんなもんか」と思って二度と来ることはない。パッと見ただけでは把握し切れない裏メニューのようなものが用意されていたり、季節毎にお楽しみが入れ替わることによって、「また行きたい」というリピート心は刺激されるのです。
ディズニーランドで言うならば、パレードをリニューアルする時は、発表されているリニューアル日の何日か前から予行演習として新しいパレードのお披露目をするらしいとか、実は園内に1ヶ所だけ、アルコールを飲むことができる会員制の秘密クラブがあるらしいとか、その道の通だけが知る情報が数多あるものです。ディズニーフリーク達は、その情報を得れば得るほど、「もっと知りたい！」「もっと行きたい！」という中毒症状をたぎらせることになる。
京都にしても、同じです。最初のうちはガイドブックに出ている店にしか行かない観光客も、京都通いが度重なるにつれて、「ガイドブックに載っていない店」とか「地元の人しか行かない寺」に行きたくなり、「1年に1日しか作らないお菓子」や「7年に1回しかご開帳しない仏像」を求めるようになってくる。
また、最初のうちには桜や紅葉といったわかり易い季節性を追っていた人も。「梅雨の京都はいいらしい」「いや新緑も」「雪が」「年越しが」と、⑥どんどん深みにはまっていく。そして京都フリークは、ディズニーフリークが、「普通の人は知らないだろうけど、ここがベストポジションなんだぜ」
と、花火を見るのに最も適した場所を自慢するように、
「京都の人も知らないことが多いのだけど、五山の送り火がいっぺんに見られるマンションの屋上があるのよ。あ、ちなみに京都の人は『大文字焼き』なんて言わないから間違えないほうがいいわよ」
と自慢をせずにはいられなくなるのです。
雑誌やテレビによって、京都の町はすでに紹介し尽くされているようにも思えます。実際、京都のあるお店の人は、
「雑誌の取材が通った後は、ペンペン草も生えへん」とおっしゃっていましたし。
しかし、そうではないのです。京都には、「雑誌によく載るところ」と「絶対に雑誌に載らないところ」とがある。また、たとえ雑誌の取材を受けたとしても、京都の人は何でもかんでも喋ってしまうわけではない。「まあ経営はしていかなあかんから取材も受けるけど、なぁ……」と、⑦本当に大切な事物はひっそりと秘蔵されていたりする。
東京で生まれ育った私が京都に強く惹かれる理由は、その辺りにあります。色々な土地から人が集まってくる都市である東京は、平等な街です。お金があればどんな物も買うことができるし、どんなサービスでも受けることができる。共同体意識も希薄なので、余所から来た人が思わずジーンとするような親切もしないかわりに、余所者を排除することもない。古くから住んでいる人であろうと昨日東京に引っ越してきた人であろうと、似たような暮らしができるのが、東京という街です。
それは「見たまんまの街」ということでもあります。分かりやすい例で言えば、たとえば、あるレストランに裏メニューが存在したとしても、雑誌の「裏メニュー特集」なんて記事になぜかそれが載っていて、裏にする意味なんて別にないじゃんねぇ、ということになっていたりする。東京という街の貪欲さが、裏を裏のままで放っておいてくれないと言うこともできましょう。
対して京都には、裏が裏として存在しています。裏という言い方に語弊があるとしたら（裏日本とか今は言ってはいけないみたいですし）、「奥」と言ってもいいのかもしれない。通りに面した入り口から入ると奥へ奥へと細長く続く町屋の建物のように、歴史も人も味も芸も、重層的に構成されているように見える。東京人の私としては、見慣れぬ「奥」のほの暗さが珍しくって、ついそちらの方に行きたくてたまらなくなるのです。
京都にしろ、東京にしろ、またニューヨークにしろ、ロンドンにしろ、都市に住む人は、

「世の中には、いろんな人がいますよね」

ということを経験として知っているものです。都市には絶えず外の世界から人がやってきますから、一々余所者を珍しがっている暇はない。隣に住んでいる人が、たとえ㋔手掴みでカレーを食べていようと、バッグを頭に載せて運んでいようと、
「変なの！」

とジロジロ見たりせず、
「まあ、そういう人もいるでしょう」

という見方をすることになる。

しかし、その時、京都の人と東京の人とでは、微妙にとらえ方が違うような気もするのです。東京の人は、隣に手でカレーを食べる人がいたら「へぇ」なんて思って自分もその人と一緒にカレーを食べてみて、さらには家に帰っても「なるほどね」と手でカレーを食べ続けたりする。
対して京都の人も、「へぇ」なんて思って手でカレーを食べる一瞬はあれど、家に帰ったら、「とはいえなぁ」と、お匙でカレーを食べる。
「私とは違う人」を奇異な存在としてみないのは同じでも、東京は「違う人」を飲み込んで均一に消化していくのに対して、京都にはたくさんの「違う人」達が、細かくそして厳密に分けられつつ共存している。東京のⓔフラットさと、京都の重層感の違いは、その辺りにあるのではないでしょうか。
では、その違いはどこから生まれてくるのか、と考えた時に思い当るのは、やはり歴史の違いです。Ⓒナクヨウグイス平安京、というわけでかの地に都ができたのは、西暦794年のこと。その前は長い間奈良に都があり、桓武天皇がちょこっと長岡京に遷都した後、京都（とは当時は言っていないが）へ再度の遷都を行った。
それから、千年。京都はずっと、京で都でありました。Ⓓなにせ「京都」。「みやこです」としか言っていないその地名が、京都がどのような土地であるかを如実に物語っています。
「東京」という地名も、「みやこです」と言っています。が、それは「東の、みやこです」ということ。ニューヨークが「ニューなヨーク」として命名されたのと似たような発想のもとに、東京は命名されている。
もちろん、江戸時代からこの地は都市ではあったのでした。が、江戸には将軍はいたけれど、帝はいなかった。⑧体育会系の都市である江戸を、文化系都市である京の人たちは「まぁねぇ、田舎にだってマチは必要でしょうしねぇ」的な感じで見ていたのでしょう。
東京の雑食性の基礎は、この時期に醸成されたものと思われます。江戸には各藩の武士達が常駐しなければならなかったわけで、日本全国から人が集まっていた。京から見れば田舎である江戸に、日本全国の田舎から人が集結し、それぞれが「Ⓔ田舎者だと馬鹿にされてはならじ！」と頑張ることによって江戸は発展したのでしょうし、「とはいえ、まぁ私達、所詮は田舎者なわけですしねえ」と割り切ることによって、⑨独特の寛容さ、というか鈍感さを養うことになったのではないか。
その後、色々あって明治維新。将軍はいなくなりましたが、1868年、いよいよ帝が東にやってきて、江戸は東京となりました。東京はますます発展し、また京都は京都で日本文化の中心地となった。
京都のご老人は、「天皇は、ちょっと東京に行ってはるだけ」という感覚を今も持っている、という話を聞いたことがあります。「本当だったら京都が首都」という意識が、そこにはあるのだと思う。
確かにそれもごもっともですが、私は「首都が東京になっていてよかった」とも思う者。もし首都が東京のままだったら、戦時中は空襲に狙われたでしょうし、戦後はバンバン開発されまくっていたでしょう。京都中が今の京都駅のような感じになっていたかもしれないのです。⑩首都という汚れ役を東京が担ったからこそ、京とはギリギリのところで「奥」を「奥」のままに保つことができたのではないか。……とはいえ、もし京都が首都であり続けたら、日本はもっと違う国になっていたであろうなぁという気もするのですが。
日本中の県庁所在地が「小東京」と化している今、京都だけはあくまで京都なのであり、それどころか日本中に「小京都」と名乗る土地を従えています。東京の人が京都に魅力を感じるのは、そこがあくまで都市でありつつも小東京ではないから、なのです。

	得分
	


五　一　二重傍線部㋐～㋔の漢字の読みを平仮名で書きなさい。
また、ⓐ～ⓔの言葉の意味を選択肢から選びなさい。

（每小题1分，共10分）
ⓐ　ア　意味もなく。






イ　意見や考えが正反対になるさま。
ウ　いつもなく。気がつかないうちに。

エ　動作や状況が急に変わるさま。
ⓑ　ア　数が少ない。






イ　見栄えがしない。
ウ　動きが早くない
。




エ　存在しない。
ⓒ　ア　仲よくしよう。





イ　理解し合おう。
ウ　打ち負かそう






エ　張り合おう。
ⓓ　ア　発見する。






イ　保護する。
ウ　軽視する。






エ　尊敬する。
ⓔ　ア　魅力的な感じ。





イ　庶民的な感じ。
ウ　平板な感じ
。





エ　自由な感じ。
	㋐　　　　　わざる
	㋑ お
	㋒
	㋓
	㋔

	ⓐ
	ⓑ
	ⓒ
	ⓓ
	ⓔ


	得分
	


六　傍線部Ⓐ～Ⓔの表現する内容を具体的に説明しなさい。
（每小题2分，共10分）
Ⓐ　「長い独身生活の間に培わざるを得なかった知的好奇心のようなものがある」は一風変わった表現です。どこが変わっていますか。
Ⓑ　「和風病者達」とは、どんな人たちですか。
Ⓒ　「ナクヨウグイス平安京」とは、何を言っているのですか。その意味を、語呂合わせに注意して答えなさい。
Ⓓ　「なにせ『京都』」は、京都がどうだと言っているのですか。
Ⓔ　「田舎者だと馬鹿にされてはならじ」を今の言葉に改めなさい。
	Ⓐ

	Ⓑ

	Ⓒ

	Ⓓ

	Ⓔ


	得分
	


七　以下の文章が正しい場合には○を、誤っている場合には×を付けなさい。
（每小题1分，共10分）
（　　　）本屋の雑誌売り場を眺めていても、京都特集が非常に多い。観光だけでなく、ドラマにおいても「京都の」という言葉を頭につければ、格段に魅力的な感じがする。この状況を見ると、筆者には、日本人に京都に興味のない人はいないのではないかと思われるほどである。
（　　　）小学校時代、クラスで一番勉強のできた友達から絵葉書をもらった。家族で京都旅行をしたというもので、その家庭の文化水準の高さに感心した。しかし、筆者自身は高校になってはじめて京都に行った時も、20代でボーイフレンドと一緒に京都旅行した時も、京都の本当の良さは理解できなかった。

（　　　）京都が楽しいところであると理解できるようになったのは、筆者が30歳を超えてからである。筆者の周囲の女性たちで、筆者によく似た立場の人たちは皆、長い独身生活の中で蓄えたお金や知的好奇心に加え、ある程度の暇もあるが、逆に体力はなくなりつつあるので、旅行の行き先は京都が一番適していると筆者は考えている。
（　　　）日本の景気が良かった時は、日本人自身、日本的なものに対してあまり関心がなかった。しかし景気が低迷した時、日本人は、グローバルスタンダードに必ずしもついて行く必要はないと気づいた。欧米と張り合おうとしているのが東京だが、その東京が駄目でも、日本人には和風の物を数多く残す京都があると気づいたのである。
（　　　）和風の良さを再発見した人たちにとって、京とは「和のテーマパーク」であると言える。テーマパークに必要なものは、アミューズメント、物販、飲食の三つだが、京都の場合、テーマパークにはない「夜の楽しみ」まで揃っているのである。
（　　　）人々が京都に何度も足を運ぶのは、京都に「一回行っただけでは理解できないお楽しみ」があるからである。その道の通でないと知らないような世界があるから、そのような情報を得れば得るほど、「もっと知りたい！」「もっと行きたい！」と思うようになるのである。
（　　　）雑誌やテレビによって、京都の街は既に紹介され尽くしているようにも思える。実際、あるお店の人は「雑誌の取材が通った後はペンペン草も生えない」と言うが、実際はそれほどでもなく、店の人は大げさに言っただけである。
（　　　）東京で生まれ育った筆者が京都に強く惹かれる理由は、京都という街の奥の深さにある。東京と違って京都はまだ共同体意識が強く、余所から来た人をなかなか受け入れず、古くから住んでいる人は特に新しい人を排除しがちなので、余所者には京都という街の奥の深さがなかなか理解できないのである。
（　　　）京都も東京も都市なので、そこにはいろいろな世界から人がやって来る。しかし、そのとらえ方は微妙に違う。東京の人は外の世界の人のやり方を無遠慮に見たりすることはないが、好奇心を持つとそのやり方を真似るようになる。しかし、京都の人はそのやり方に好奇心を持っても、絶対にそれを真似ることはない。
（　　　）筆者は京都という街がたいへん好きだが、首都は東京になっていてよかったと思っている。なぜなら、もし京都が首都のままであったなら、戦時中は空襲に狙われただろうし、戦後は開発されまくっただろうからである。しかし、反面、もし京都が日本の首都であり続けたなら、日本はもっと違う国になっていただろうとも感じている。
	得分
	


八　以下の問題について説明しなさい。
主語・述語の整った、説明の文章になっていること。

（每小题2分，共20分）
傍線部①「やはり20代であったボーイフレンドが、京都という背景を得ると何だか頼りなく見える」のはなぜですか。
傍線部②「この空前の京都人気は日本の不景気と関係しているのではないかと、私は思う」とありますが、筆者はなぜこのように考えるのですか。
傍線部③「日本自体がイケイケムードだった」とは、日本がどんな「ムード」だったというのですか。説明しなさい。。
傍線部④「リピーター率」とは何ですか。

傍線部⑤「お楽しみの重層性」とは何ですか。
傍線部⑥「どんどん深みにはまっていく」とはどういう意味ですか。
傍線部⑦「本当に大切な事物はひっそりと秘蔵されていたりする」とありますが、「本当に大切な事物」とは何ですか。
傍線部⑧「体育会系の都市である江戸」とはどういう意味ですか。
傍線部⑨「独特の寛容さ」を説明できる例を挙げなさい。
傍線部⑩「首都と言う汚れ役」とありますが、なぜ「首都」が「汚れ役」なのですか。
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